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消
さ
れ
た
「
致
知
格
物
」
章

―
五
井
蘭
洲
『
質
疑
篇
』
と
中
井
履
軒
『
質
疑
疑
文
』
―

佐 

藤　

由 

隆

キ
ー
ワ
ー
ド
：
五
井
蘭
洲
／
『
質
疑
篇
』
／
中
井
履
軒
／
『
質
疑
疑
文
』
／
朱
子
学

は
じ
め
に

　

江
戸
期
の
大
坂
に
お
い
て
官
許
学
問
所
と
し
て
栄
え
し
懐
徳
堂
の
助
教
で
あ
っ
た
五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
―
一
七
六
二
）
の
著
書
に
、

『
質
疑
篇
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
主
に
経
書
・
史
書
の
内
容
に
関
す
る
蘭
洲
の
疑
念
や
持
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
死
後
、
よ
り
広
範

な
内
容
を
含
む
随
筆
集
『
瑣
語
』
と
と
も
に
、
弟
子
の
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
校
訂
を
経
て
合
刻
、
刊
行
さ
れ
た
。
大
阪
大
学
懐
徳
堂

文
庫
に
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
原
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
懐
徳
堂
文
庫
に
、『
質
疑
疑
文
』
と
い
う
文
献
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
『
質
疑
篇
』
刊
行
の
た
め
の
校
訂
作
業
の
際
、
中
井
履
軒

（
一
七
三
二
―
一
八
一
七
）
が
自
ら
の
修
正
案
等
を
ま
と
め
、
兄
の
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
四
）
に
質
し
た
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
竹
山
の
朱
筆
書
き
入
れ
も
見
ら
れ
、
二
人
の
校
訂
作
業
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
内
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容
を
見
れ
ば
、
表
現
の
修
正
案
か
ら
始
ま
り
、
掲
載
場
所
の
移
動
案
、
果
て
は
記
事
自
体
の
削
除
案
ま
で
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

事
実
、
履
軒
が
「
恐
当
削
（
恐
ら
く
は
当ま
さ

に
削
る
べ
し
）」
と
提
案
し
て
い
る
記
事
の
中
に
は
、
刊
本
で
は
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
致
知
格
物
」
の
章
で
あ
る
。
当
該
用
語
（
あ
る
い
は
「
格
物
致
知
」
と
い
う
）
は
『
礼
記
』
大
学
篇
を
出 

典
と
す
る
が
、
特
に
朱
子
学
で
は
、
学
ぶ
者
の
段
階
的
修
養
法
（「
八
条
目
」）
に
お
い
て
第
一
に
着
手
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
設
定
さ

れ
、
重
視
さ
れ
た
。
中
井
履
軒
は
こ
の
語
に
対
し
、
独
自
の
解
釈
を
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
彼
が
、
師
で
あ
る
五
井
蘭
洲
の

説
を
理
に
合
わ
な
い
も
の
と
見
な
し
、
削
除
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
全
十
葉
か
ら
成
る
『
質
疑
疑
文
』
に
お

い
て
、
半
葉
も
費
や
し
て
疑
問
点
を
列
挙
す
る
ほ
ど
、
相
当
の
力
を
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
、
履
軒
の
提
案
は
採
用
さ
れ
、
蘭
洲

の
格
物
致
知
論
が
削
除
さ
れ
た
形
で
『
質
疑
篇
』
は
刊
行
さ
れ
た
。
一
体
、
蘭
洲
の
説
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

履
軒
に
と
っ
て
、
そ
の
説
の
ど
こ
が
看
過
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
謎
に
つ
い
て
は
、
従
来
、『
質
疑
篇
』
の
稿
本
は
現
在
散
逸
し
て
い
る
、
と
い
う
見
解
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
）
1
（

、
追
究
が
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
寺
門
日
出
男
氏
の
研
究
に
よ
り
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
「
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
」
と
い

う
名
称
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
群
の
中
の
『
質
疑
篇
』
が
、
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
蘭
洲
の
自
筆
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
）
2
（

。
こ
の
説
に
従
っ
て
同
『
質
疑
篇
』
を
確
認
し
て
み
る
と
、
履
軒
の
提
案
に
よ
り
刊
本
で
は
削
除
さ
れ
た
項
目
が
、
確
か

に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
格
物
致
知
論
に
つ
い
て
も
、
例
外
で
は
な
い
。
寺
門
氏
は
主
に
「
五
井
蘭
洲
先
生
著
并
書
」
と
い
う

題
簽
、
お
よ
び
使
用
さ
れ
て
い
る
用
紙
や
筆
跡
な
ど
か
ら
自
筆
本
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
内
容
の
面
か
ら
見
て
も
、
そ
の
蓋
然
性
は
き

わ
め
て
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
の
、
自
筆
本
と
さ
れ
る
中
之
島
図
書
館
蔵
『
質
疑
篇
』
の
内
容
検
討
の
取
り
か
か
り
と
し
て
、
そ
こ
に
の
み
見
ら
れ
る
五

井
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
を
採
り
上
げ
、
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論
と
の
比
較
、
ま
た
履
軒
の
説
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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消された「致知格物」章

一　

五
井
蘭
洲
の
格
物
致
知
論

　

ま
ず
、
自
筆
本
『
質
疑
篇
』（
以
下
「『
質
疑
篇
』」
と
の
み
称
す
）
に
あ
る
五
井
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。
以
下
、『
質
疑
疑
文
』
と
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
便
宜
上
番
号
付
け
を
行
い
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。

① 

致
知
格
物
の
詁
、
諸
家
聚
訟
し
た
れ
ど
も
、
朱
注
に
愈ま
さ

る
も
の
莫
し
。
朱
子
は
又
た
曰
く
、「
格
は
是
れ
実
に
那
の
地
頭
に
行
き
到

る
な
り
」
と
。
余
は
之
を
演
ず
る
こ
と
を
請
う
。

致
知
格
物
之
詁
、
諸
家
聚
訟
、
莫
愈
於
朱
注
。
朱
子
又
曰
、
格
是
実
行
到
那
地
頭
。
余
請
演
之
。

　

冒
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
蘭
洲
は
早
速
、
朱
熹
の
格
物
致
知
解
釈
こ
そ
至
当
で
あ
る
か
ら
、
今
か
ら
自
分
が
そ
の
意
義
を
説

明
し
た
い
、
と
宣
言
す
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
他
の
朱
子
学
派
の
解
釈
も
、
ま
た
朱
熹
の
意
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
で
も

あ
る
。

　

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
朱
熹
の
そ
れ
で
あ
る
と
、
蘭
洲
は
「
演
」
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
解
釈
の
核
と
な
る
の
が
、『
朱
子
語
類
』
に
見
ら
れ
る
、「
格
是
実
行
到
那
地
頭
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
典
拠
と
な
っ
た
朱

熹
の
言
を
見
る
と
、
こ
の
語
の
の
ち
、
南
剣
の
人
が
建
寧
へ
行
く
と
言
う
時
は
、
境
界
線
ま
で
行
く
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
く
、
建
寧
府

庁
ま
で
行
く
こ
と
を
言
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
喩
え
が
な
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
よ
っ
て
、「
実
に
那
の
地
頭
に
行ゆ

き
到
る
」
と
読
む
の
が
妥
当
で

あ
る
。『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』）4
（

で
も
蘭
洲
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。
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知
ハ
天
下
万
物
ノ
理
ノ
全
体
ニ
テ
云
。
物
ハ
一
物
一
物
ノ
上
ニ
テ
云
。
格
ハ
ユ
キ
ツ
キ
至
ル
ヲ
云
。
格
物
ハ
物
ノ
理
ノ
充
分
ニ
吟
味

シ
ヌ
キ
、
キ
ハ
メ
至
ル
事
ニ
テ
、
タ
ヾ
物
ニ
イ
タ
ル
ト
云
ニ
非
ス
。〔
二
十
七
葉
裏
〕

　

蘭
洲
は
「
物
に
格い
た

る
」
を
、
単
に
「
至
る
」
で
は
な
く
「
ユ
キ
ツ
キ
至
ル
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
建
寧
府
庁
ま
で
行
き
着
く
が
ご
と
く
、

物
の
理
を
充
分
吟
味
し
て
「
キ
ハ
メ
至
ル
」
こ
と
だ
と
言
う
。
問
題
と
な
る
の
は
、
建
寧
府
庁
ま
で
到
着
す
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
ど
の

よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
質
疑
篇
』
で
蘭
洲
は
続
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

② 

家か

人じ
ん

の
象
に
曰
く
、「
君
子
以
て
言
に
物
有
り
て
行
に
格
有
り
」
と
。
礼
の
緇し

衣い

は
之
を
引
く
。
言
行
の
相
い
副そ

う
こ
と
を
言
う
な

り
。
言
は
物
有
り
て
徒い
た
ずら
に
言
わ
ざ
る
な
り
。
行
は
格
有
り
て
至
ら
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
蓋
し
知
り
て
後
に
言
有
り
行
有
ら
ば
、

言
行
知
行
、
其
の
致
す
こ
と
は
一
な
り
。
格
物
致
行
は
、
即
ち
知
行
を
説
き
た
れ
ば
、
是
れ
其
の
已
に
知
る
所
を
致
し
て
以
て
事
物

に
格
ら
ん
と
欲
す
。

家
人
象
曰
、
君
子
以
言
有
物
而
行
有
格
。
礼
緇
衣
引
之
。
言
言
行
相
副
也
。
言
有
物
不
徒
言
也
。
行
有
格
無
不
至
也
。
蓋
知
而
後
有

言
有
行
、
言
行
知
行
、
其
致
一
也
。
格
物
致
行
、
即
説
知
行
、
是
欲
致
其
所
已
知
以
格
於
事
物
矣
。

　

ま
ず
『
礼
記
』
緇
衣
篇
に
「
子
曰
く
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
、
易
の
家
人
卦
の
象
伝
を
引
く
）
5
（

。
こ
の
文
が
言
行
一
致
を
述
べ
て
い
る
こ

と
を
認
め
た
上
で
、
蘭
洲
は
「
知
り
て
後
に
言
有
り
行
有
ら
ば
、
言
行
知
行
、
其
の
致
す
こ
と
は
一
な
り
」
と
言
う
。
こ
れ
は
朱
子
学
が

意
識
す
る
、「
言
」「
行
」
の
準
備
段
階
と
し
て
「
知
」
を
想
定
す
る
、
と
い
う
も
の
を
踏
襲
し
た
発
言
で
あ
る
。

　

焦
点
と
な
る
の
は
、
蘭
洲
は
こ
の
緇
衣
篇
の
語
を
、
格
物
論
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
蘭
洲
は
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消された「致知格物」章

「
格
物
致
行
」
と
い
う
表
現
を
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
知
行
」
を
説
い
た
も
の
で
、
す
な
わ
ち
「
其
の
已
に
知
る
所
を
致
し
て
以
て
事

物
に
格
ら
ん
と
欲
す
」
る
こ
と
だ
、
と
言
う
。

　

つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』
に
お
け
る
次
の
く
だ
り
も
併
せ
て
勘
案
し
て
み
た
い
。

老
荘
釈
氏
、
理
ニ
於
テ
見
ル
処
ナ
キ
ニ
非
ス
。
異
端
ニ
落
ル
ハ
物
ヲ
不
知
ユ
ヘ
也
。
理
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
ハ
物
ヲ
ハ
ナ
ル
。
物
ト
イ
ヘ

ハ
理
在
其
中
テ
空
理
ニ
流
ル
ヽ
事
ナ
シ
。
物
ト
云
ニ
理
ナ
キ
物
ナ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
有
物
必
有
則
ト
云
、
是
也
。
理
ト
イ
ヘ
ハ
舟
ハ
水
ヲ

渡
リ
車
ハ
陸
ヲ
ヤ
ル
理
ト
云
ハ
キ
コ
ユ
レ
ト
モ
、
心
ニ
実
ニ
明
ラ
カ
ナ
ラ
ス
。
舟
ヲ
陸
、
車
ヲ
水
ニ
ヤ
リ
見
レ
ハ
、
実
ニ
其
物
ノ
実

体
ヲ
知
リ
テ
物
ノ
理
ヲ
真
知
実
見
ス
ル
。
親
ト
云
モ
ノ
ニ
ツ
カ
ヘ
ス
シ
テ
孝
ノ
理
ヲ
キ
ハ
ム
レ
ハ
、
実
ニ
知
ラ
レ
ス
。
親
ヲ
コ
ヽ
ニ

置
テ
、
マ
ノ
ア
タ
リ
ツ
カ
ヘ
テ
孝
ノ
道
理
ヲ
キ
ハ
ム
ル
ユ
ヘ
、
実
ニ
知
ル
也
。
其
実
知
実
見
、
物
ノ
一
字
ノ
工
夫
ニ
ア
リ
。
親
ニ
ハ

孝
ト
イ
ヒ
君
ニ
ハ
忠
ト
云
。
然
ル
ヲ
親
ニ
忠
、
君
ニ
孝
ト
、
カ
ヘ
〳
〵
ニ
シ
テ
モ
ス
ミ
ソ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、
必
ス
親
ニ
ハ
孝
、

君
ニ
ハ
忠
ト
、
カ
ヘ
〳
〵
ニ
ナ
ラ
ヌ
カ
義
理
当
然
ノ
処
、
ソ
レ
ヲ
一
々
キ
ハ
ム
ル
カ
格
物
也
。〔
二
十
七
葉
裏
〕

　

こ
こ
で
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
舟
や
車
を
実
際
に
動
か
す
こ
と
で
そ
の
性
質
を
確
か
め
る
こ
と
と
、
親
と
実
際
に
接
す
る
こ
と

で
孝
の
道
理
を
確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
真
知
実
見
」、「
実
知
実
見
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
を
確
か
な
も
の
と
し
て
き

わ
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
格
物
」
だ
、
と
蘭
洲
は
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
解
す
る
と
、
蘭
洲
の
解
釈
で
は
こ
の
「
格
物
」
の
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
学
問
の
初
期
段
階
で
あ
る
知
識
の
獲
得
・
理
解
が

終
了
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
蘭
洲
が
解
釈
す
る
と
こ
ろ
の
「
格
物
致
知
」
と
は
、「
獲
得
し
た
知
識
・
理
解
を

も
と
に
実
際
に
行
お
こ
な

っ
て
み
る
こ
と
で
正
し
さ
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
事
の
理
を
実
感
を
以
て
知
る
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
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『
質
疑
篇
』
で
謂
う
所
の
「
欲
致
其
所
已
知
以
格
於
事
物
」
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
「
知
行
」
で
言
え
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
格
物
」
は
「
知
」
の
第
一
段
階
を
経
た
上
で
行
わ
れ
る
「
行
」
の
第
一

段
階
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
知
」
が
完
全
な
も
の
と
し
て
補
完
さ
れ
る
（「
致
知
」）、
と
い
う
の
が
蘭
洲
の
解
釈
で
あ
る
）
6
（

。
こ
の
よ

う
に
五
井
蘭
洲
は
、「
知
」
を
補
完
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
し
な
が
ら
も
、「
八
条
目
」
の
先
頭
で
あ
る
「
格
物
」
を
、
実
践
の
場
に
お
け

る
「
行
」
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
論
を
蘭
洲
は
、
自
説
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
朱
熹
の
説
を
「
演
」
ず
る
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
格
物
」
を
「
知
」
の
段
階
に
お
け
る
「
行
」
だ
と
す
る
の
は
、
蘭
洲
で
は
な
く
、
朱
熹
な
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
五
井
蘭
洲
の
、
朱
子
学
派
と
し
て
の
特
徴
的
な
立
場
が
窺
わ
れ
る
。

　

案
ず
る
に
、「
知
先
行
後
」
の
原
則
を
守
り
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
「
行
」
の
初
期
段
階
を
可
能
な
限
り
早
め
よ
う
と
し
た
の
は
、

朱
子
学
は
知
識
の
獲
得
・
理
解
に
重
点
を
置
く
た
め
に
不
実
践
の
弊
あ
り
、
と
い
う
批
判
に
対
す
る
反
論
を
、
朱
子
学
派
と
し
て
行
お
う

と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』）7
（

を
見
る
と
、
蘭
洲
自
身
、「
借
令
朱
子
為
訓
詁
、
豈
遺
践
履
害
倫
理
（
借た
と

い
朱
子
を
し
て

訓
詁
を
為
さ
し
む
る
と
も
、
豈
に
践
履
を
遺わ
す

れ
て
倫
理
を
害そ
こ
なわ
ん
）」
と
述
べ
て
い
る
。
蘭
洲
は
こ
の
格
物
致
知
論
に
よ
っ
て
「
訓
詁
」、

す
な
わ
ち
読
書
に
よ
る
知
識
の
獲
得
・
理
解
の
の
ち
に
、
す
ぐ
に
最
初
の
「
践
履
」、
す
な
わ
ち
実
践
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
設
定
し
た
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
身
を
も
っ
て
理
を
「
真
知
実
見
」
し
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
れ
を
常
に
実
践
す
る
こ
と
が
す
ぐ
に
可
能
と
な
る
か
と
言
う

と
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
実
践
者
で
あ
る
己
自
身
が
、
常
に
理
に
沿
っ
て
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が

「
誠
意
」
で
あ
る
と
、
蘭
洲
は
『
質
疑
篇
』
に
お
い
て
続
け
て
説
く
。
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③ 

子
華
子
曰
く
、「
其
れ
格
物
す
る
こ
と
や
明
、
其
れ
事
に
遇
う
こ
と
や
剛
」
と
。「
邴へ
い

原げ
ん

は
性
は
剛
直
に
し
て
、
清
議
〔
世
論
〕
は
格

物
せ
る
も
の
と
す
」
と
。
和わ

洽こ
う

曰
く
、「
倹
素
中
を
過
ぎ
、
自
ら
以
て
身
を
処
す
れ
ば
、
則
ち
可
。
此
の
格
物
を
以
て
せ
ば
、
失
う

所
は
或
い
は
多
し
」
と
。
文
中
子
曰
く
、「
弋よ
く

綈て
い

〔
質
素
な
黒
の
つ
む
ぎ
〕
を
衣き

る
は
礼
を
傷そ
こ
なえ
ど
も
、
焉こ
こ

に
中あ
た

り
て
可
な
り
。
然

り
と
雖
も
文
景
の
心
を
以
て
せ
ば
、
之
を
為
し
て
も
可
な
り
。
後
に
格
す
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
余
は
嘗
て
意
ら
く
、
格
物
し
て
以
て

己
に
施
さ
ば
、
則
ち
誠
意
の
事
な
り
。
之
を
人
に
施
さ
ば
則
ち
頗
る
急
迫
を
失
わ
ば
、
和
洽
の
意
と
暗
合
せ
り
。
伊
尹
曰
く
、「
人

に
与
し
て
備
わ
る
を
求
め
ず
、
身
を
検
す
る
に
及
ば
ざ
る
が
如
く
す
」
と
。
即
ち
是
の
意
な
ら
ん
。

子
華
子
曰
、
其
格
物
也
明
、
其
遇
事
也
剛
。
邴
原
性
剛
直
、
清
議
格
物
。
和
洽
曰
、
倹
素
過
中
、
自
以
処
身
、
則
可
。
以
此
格
物
、

所
失
或
多
。
文
中
子
曰
、
衣
弋
綈
傷
于
礼
、
中
焉
可
也
。
雖
然
以
文
景
之
心
、
為
之
可
也
。
不
可
格
于
後
。
余
嘗
意
、
格
物
以
施

己
、
則
誠
意
之
事
也
。
施
之
人
則
頗
失
急
迫
、
暗
合
和
洽
之
意
。
伊
尹
曰
、
与
人
不
求
備
、
検
身
如
不
及
。
即
是
意
。

　

順
に
、『
子
華
子
』）8
（

、『
傅
子
』）9
（

、『
資
治
通
鑑
』）10
（

、『
文
中
子
』）11
（

、
そ
し
て
『
尚
書
』）12
（

が
引
用
さ
れ
る
。
蘭
洲
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
、
格
物
し
た
こ
と
を
己
に
施
す
こ
と
の
重
要
性
が
判
る
く
だ
り
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
、
と
理
解
し
て
い
て
も
、

実
践
者
た
る
己
が
常
時
、
即
座
に
そ
れ
を
行
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
常
に
人
に
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
己
の
中
に
完
全
に
浸
透
さ
せ
る
の
で
あ
る
。『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』
に
も
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

心
ノ
主
タ
ル
ハ
理
ノ
一
字
。
物
格
知
至
ハ
窮
理
。
意
誠
心
正
身
脩
ハ
其
理
ヲ
我
身
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
身
心
一
体
ニ
ナ
ル
。
家
斉
国
治

天
下
平
ハ
其
理
ヲ
人
ニ
施
ス
事
也
。〔
三
十
五
葉
表
〕
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こ
の
段
階
へ
は
、「
真
知
実
見
」
を
意
味
す
る
「
格
物
致
知
」
を
行
っ
た
か
ら
こ
そ
移
行
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
蘭
洲
の
説
な
の

で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
営
み
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
、
自
ら
が
獲
得
・
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
知
」
は
、「
行
」
に
よ
っ

て
自
ら
「
真
知
実
見
」
す
る
べ
き
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
が
、『
質
疑
篇
』
に
お
け
る
格
物
致
知
論
の
末
尾
で
あ
る
。

④ 

夫
れ
人
は
徳
の
美
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
唯
だ
其
れ
修
め
ざ
る
の
み
。
学
の
益
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
唯
だ
其
れ
講
ぜ
ざ
る
の
み
。

義
の
為
す
べ
き
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
唯
だ
其
れ
徙う
つ

る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
不
善
の
去
る
べ
き
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
唯
だ
其
れ

改
む
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
徳
は
必
ず
修
ま
ら
ざ
れ
ば
置
か
ず
、
学
は
必
ず
講
ぜ
ざ
れ
ば
置
か
ず
、
義
は
必
ず
徙
ら
ざ
れ
ば
置
か

ず
、
不
善
は
必
ず
改
ま
ら
ざ
れ
ば
置
か
ず
。
敢
え
て
小
忽
せ
ず
、
敢
え
て
小
假
せ
ず
し
て
、
其
の
至
に
至
ら
ん
と
欲
す
。
是
れ
格
物

致
知
と
謂
う
。
兌
（
マ
マ
）命
に
曰
く
、「
知
は
之
れ
難
き
に
非
ず
、
行
は
之
れ
難
し
」
と
は
、
亦
た
此
の
意
な
り
。
朱
子
補
伝
は
、
乃
ち
事

物
に
達
し
て
言
を
立
つ
。
宜
し
く
或
問
と
併
案
し
て
焉
を
見
る
べ
し
。

夫
人
非
不
知
徳
之
美
、
唯
其
不
修
。
非
不
知
学
之
益
、
唯
其
不
講
。
非
不
知
義
之
可
為
、
唯
其
不
能
徙
。
非
不
知
不
善
之
可
去
、
唯

其
不
能
改
。
徳
必
不
修
不
置
、
学
必
不
講
不
置
、
義
必
不
徙
不
置
、
不
善
必
不
改
不
置
。
不
敢
小
忽
、
不
敢
小
假
、
而
欲
至
其
至
。

是
謂
格
物
致
知
。
兌
命
曰
、
非
知
之
難
、
行
之
難
、
亦
此
意
。
朱
子
補
伝
、
乃
達
事
物
立
言
。
宜
併
案
或
問
而
見
焉
。

　

蘭
洲
は
最
後
に
、『
尚
書
』
説え
つ

命め
い

篇
の
「
非
知
之
難
、
行
之
難
」）13
（

を
引
き
、
こ
れ
が
「
格
物
致
知
」
と
同
じ
意
を
述
べ
た
言
葉
だ
と
言

う
。
履
軒
が
『
質
疑
疑
文
』
で
指
摘
す
る
通
り
、
蘭
洲
が
「
格
物
致
知
」
に
お
い
て
「
行
」
の
段
階
ま
で
想
定
に
入
れ
て
い
た
証
左
で
あ

ろ
う
。
そ
の
直
前
の
く
だ
り
で
も
、
頭
の
中
の
「
知
」
を
「
行
」
で
自
ら
証
明
す
る
べ
く
絶
え
ず
努
力
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
「
格
物
致

知
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
）
14
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
格
物
」
す
る
対
象
と
な
る
「
物
」
の
理
も
、
実
践
を
前
提
に
置
い
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た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
道
徳
的
実
践
に
限
ら
ず
、
先
の
『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』
で
舟
や
車
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
よ
り
広
範
な
、
実
用
的
性
格
を
持
っ
た
も
の
全
般
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
見
て
判
る
よ
う
に
、
五
井
蘭
洲
の
格
物
致
知
解
釈
は
、
す
な
わ
ち
懐
徳
堂
学
派
に
お
け
る
実
学
的
性
格
を
蘭
洲
の
思
想
に

も
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
蘭
洲
は
、
朱
子
学
派
と
し
て
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
懐
徳
堂
学
派
は
朱
子
学
派
に
お
け
る
実
践
志
向
派
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
に
わ
か
に
重
要
と
な
る
の
は
、
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
は
、
な
ぜ
こ
の
蘭
洲
の
説
を
世
に
出
す
の
を
た
め
ら
っ
た
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
朱
子
学
派
と
し
て
こ
の
説
を
主
張
す
る
こ
と
に
、
何
の
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、「
恐
当
削
」
か
ら
始

ま
る
、『
質
疑
疑
文
』
が
指
摘
す
る
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
の
問
題
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

二　
『
質
疑
疑
文
』
の
指
摘
と
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論

　
『
質
疑
疑
文
』
は
「
恐
当
削
」
以
下
、
六
点
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
箇
所
は
全
文
に
わ
た
っ
て
お
り
、
中
に
は
表
現
方
法
に
お

け
る
問
題
点
の
指
摘
も
あ
る
）
15
（

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
削
除
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
大
き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
引
用
さ
れ
る
文
が
根
拠
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
子
華
子
和
洽
文
中
子
」
是
等
ミ
ナ
「
格
」
ヲ
タ
ヽ
ス
ト
ヨ
ム
意
ナ
リ
。「
正
」
ト
訓
ス
ヘ
シ
。
朱
注
「
至
」
ト
訓
ス
ル
ト
ハ
関
係

ナ
シ
。
別
ニ
論
ス
ヘ
シ
。
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③
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。「
物
に
格い

た

る
」
意
で
解
し
た
は
ず
の
「
格
物
」
を
補
説
す
る
た
め
に
用
い
た
引
用
が
、
す
べ
て
「
物
を
格た

だ

す
」
意
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
履
軒
は
言
う
。
あ
る
い
は
、
行
事
上
の
問
題
に
限
定
し
て
「
格
物
」
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
こ

と
に
よ
り
生
じ
た
誤
り
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
こ
の
補
説
に
お
い
て
、
特
に
「
誠
意
」
へ
の
展
開
を

説
く
際
に
強
調
し
た
『
資
治
通
鑑
』
が
根
拠
と
し
て
成
立
し
な
い
以
上
、
こ
の
③
の
論
は
確
か
に
削
除
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
箇
所
自
体
は
、
飽
く
ま
で
も
補
説
で
あ
っ
て
、
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
の
中
核
で
は
な
い
。
こ
こ
の
み
を
削
っ
た
上
で
掲
載

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
削
除
の
一
根
拠
と
は
な
っ
て
も
、
全
文
を
削
除
す
る
根
拠
と
な
る
に
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
中
井
履
軒
が
指
摘
す
る
致
命
的
な
問
題
点
と
は
、
ど
こ
か
。

「
余
請
演
之
」
演
ス
ト
ア
リ
テ
モ
其
説
朱
子
ト
カ
ハ
レ
リ
。
何
ソ
ヤ
。

「
知
而
後
有
言
有
行
│
│
致
其
所
已
知
以
格
於
事
物
」
コ
レ
等
ミ
ナ
朱
説
ト
異
ナ
リ
。
且
本
文
「
致
知
格
物
」、「
物
格
而
後
知
至
」

ト
前
後
相
反
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。

　

①
・
②
に
対
す
る
指
摘
で
あ
る
。
中
井
履
軒
は
、
そ
も
そ
も
朱
子
学
派
と
し
て
こ
の
格
物
致
知
論
を
展
開
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
な
の

だ
と
言
う
。
で
は
、
中
井
履
軒
の
解
釈
す
る
朱
熹
の
格
物
致
知
論
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
④
に
対
す
る
履
軒
の
指
摘
に
こ
う
あ
る
。

「
│
│
欲
至
其
至
」
コ
ヽ
テ
又
「
至
」
字
ヲ
以
テ
「
格
」
字
ヲ
説
。
上
ノ
数
説
ト
タ
ガ
フ
。
又
朱
説
ノ
「
至
」
ト
訓
ス
ル
ノ
意
ト
モ

異
ナ
リ
。
朱
説
ハ
、
大
小
浅
薄
ニ
ヨ
ラ
ズ
、
コ
ノ
理
ヲ
知
タ
キ
ト
思
ハ
ヽ
、
自
身
ソ
ノ
処
ニ
行
テ
、
ソ
ノ
事
ヲ
手
ツ
カ
ラ
行
テ
ミ
ヨ

ト
ナ
リ
。
コ
ヽ
ノ
「
至
其
至
」
ト
ハ
、
ソ
ノ
行
ヒ
ノ
至
極
ノ
処
ヘ
行
ヒ
イ
タ
レ
ト
云
意
ト
ミ
エ
タ
リ
。
下
ニ
兌
命
ヲ
ヒ
ケ
ル
ニ
テ
ミ
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ル
ヘ
シ
。「
至
」
ト
訓
ス
ル
モ
「
正
」
ト
訓
ス
ル
モ
、
両
説
ト
モ
ニ
朱
説
ト
コ
ト
ナ
レ
ハ
演
説
ニ
ア
ラ
ズ
。
補
伝
或
問
、
ア
ニ
コ
ノ

意
ア
ラ
ン
ヤ
。

　

五
井
蘭
洲
は
、
朱
熹
の
説
く
「
格
物
致
知
」
を
「
行
」
の
第
一
段
階
に
し
て
「
知
」
の
最
終
段
階
だ
と
し
、「
ソ
ノ
行
ヒ
ノ
至
極
ノ
処

ヘ
行
ヒ
イ
タ
」
ろ
う
と
す
る
こ
と
だ
、
と
解
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
井
履
軒
は
、「
自
身
ソ
ノ
処
ニ
行
テ
、
ソ
ノ
事
ヲ
手
ツ
カ
ラ
行
テ

ミ
」
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
朱
熹
の
説
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

じ
つ
は
こ
の
解
釈
こ
そ
、
履
軒
独
自
の
説
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
）
16
（

。
履
軒
の
『
大
学
雑
議
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

格
物
は
、
躬
ら
往
き
て
其
の
地
を
践ふ

み
、
其
の
事
に
の
ぞ

み
、
其
の
労
を
執
る
こ
と
を
謂
う
な
り
。
譬
う
る
に
稼
穡
の
理
を
知
ら
ん
と

欲
さ
ば
、
必
ず
先
ず
耒ら
い

耜し

を
執
り
、
親
ら
耕
耘
し
、
然
る
後
に
其
の
理
は
得
て
知
る
べ
き
な
り
。
若
し
音
楽
の
理
を
知
ら
ん
と
欲
さ

ば
、
必
ず
先
ず
親
ら
竽
を
吹
き
鐘
を
撃
ち
、
進
退
舞
踏
す
る
な
り
。
乃
ち
其
の
煩
労
を
厭
い
、
徒
ら
に
家
に
在
り
て
譜
を
読
み
節
を

按
じ
、
金
石
の
諧
和
や
鳳
皇
の
来
儀
を
夢
想
す
れ
ば
、
終
世
得
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。
算
を
学
ぶ
の
牙
籌
、
書
を
学
ぶ
の
筆
墨
、
皆
な

然
り
。
故
に
孝
た
ら
ん
と
欲
し
弟
た
ら
ん
と
欲
し
信
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
親
ら
其
の
事
に

ま
ず
し
て
焉
を
得
ん
や
。
此
れ
知

行
並
進
の
方
な
り
。
若
し
夫
れ
瞑
捜
妄
索
す
れ
ば
、
徒
ら
に
精
神
を
費
や
す
の
み
。

格
物
、
謂
躬
往
践
其
地
、

其
事
、
執
其
労
也
。
譬
欲
知
稼
穡
之
理
、
必
先
執
耒
耜
、
親
耕
耘
、
然
後
其
理
可
得
而
知
也
。
若
欲
知

音
楽
之
理
、
必
先
親
吹
竽
撃
鐘
、
進
退
舞
踏
也
。
乃
厭
其
煩
労
、
徒
在
家
読
譜
按
節
、
夢
想
於
金
石
之
諧
和
、
鳳
皇
之
来
儀
、
終
世

弗
可
得
已
。
学
算
之
牙
籌
、
学
書
之
筆
墨
、
皆
然
。
故
欲
孝
欲
弟
欲
信
者
、
弗
親

其
事
、
而
得
焉
哉
。
此
知
行
並
進
之
方
也
。
若

夫
瞑
捜
妄
索
、
徒
費
精
神
而
已
矣
。〔
第
四
章
〕
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つ
ま
り
「
格
物
」
は
実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
り
、「
致
知
」
は
こ
う
し
た
実
践
に
よ
っ
て
知
識
を
一
つ
ず
つ
確
実
な
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。『
質
疑
疑
文
』
の
言
と
対
応
さ
せ
れ
ば
、
ま
さ
し
く
こ
れ
が
、
履
軒
の
解
釈
す
る
と
こ

ろ
の
朱
熹
の
格
物
致
知
論
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
朱
熹
は
こ
の
「
知
」
の
範
疇
に
す
べ
て
の
理
を
容
れ
、「
窮
理
」
と
同
義
だ
と
し
て
い

る
が
、「
格
物
」
は
飽
く
ま
で
自
分
が
ま
ず
必
要
と
す
る
も
の
に
限
定
し
た
用
語
で
あ
っ
て
「
窮
理
」
と
は
違
う
、
と
履
軒
は
論
じ
、
よ

り
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
な
思
想
）
17
（

を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
）
18
（

。

　

こ
こ
で
整
理
し
て
み
る
と
、
中
井
履
軒
が
五
井
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
の
主
要
な
部
分
に
お
い
て
難
じ
て
い
る
の
は
、「
格
物
」
を
「
至

極
ノ
処
ヘ
行
ヒ
イ
タ
」
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
完
全
に
「
行
」
を
成
功
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
解
し
て
い
る
、
そ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
朱
子
学
者
と
し
て
「
格
物
」
を
「
行
」
の
第
一
段
階
だ
と
設
定
し
て
い
る
点
で
は
、
蘭
洲
も
履
軒
も
共
通
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

蘭
洲
は
「
格
物
致
知
」
を
「
行
」
の
完
全
な
成
功
に
よ
る
「
知
」
の
補
完
だ
と
説
き
、
履
軒
は
「
行
」
に
よ
る
着
実
な
「
知
」
の
獲
得

だ
と
説
い
た
。
中
井
履
軒
は
、
五
井
蘭
洲
の
説
を
修
正
し
て
、
よ
り
実
用
的
な
「
知
」
の
獲
得
の
面
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

懐
徳
堂
学
派
に
通
底
す
る
実
践
志
向
と
、
そ
の
継
承
関
係
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
、
懐
徳
堂
学
派
が
朱

子
学
派
と
し
て
、
実
践
を
志
向
す
る
一
派
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
質
疑
篇
』
を
中
心
に
検
討
し
て
五
井
蘭
洲
の
格
物
致
知
論
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対
す
る
中
井
履
軒
の
見
解
を

『
質
疑
疑
文
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
的
連
関
性
を
考
察
し
た
。
結
果
、
朱
子
学
派
と
し
て
の
懐
徳
堂
学
派
の
特
質
を
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指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
不
明
な
点
は
多
く
存
在
す
る
。

　

今
回
は
「
格
物
致
知
」
と
い
う
語
の
解
釈
に
お
け
る
、
五
井
蘭
洲
・
中
井
履
軒
二
氏
の
特
徴
と
差
異
に
限
定
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
し

か
し
こ
の
議
論
自
体
は
、
学
問
と
実
践
と
の
関
係
性
、
あ
る
い
は
学
問
の
あ
り
方
・
意
義
と
い
う
、
根
本
的
な
課
題
を
孕
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
課
題
に
対
す
る
二
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
、

知
行
論
と
併
せ
て
考
察
を
試
み
た
い
。

　

ま
た
懐
徳
堂
学
派
の
思
想
的
連
関
性
と
し
て
、
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
採
り
上
げ
た
『
質

疑
篇
』
に
深
く
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
充
分
な
考
察
を
な
し
え
な
か
っ
た
人
物
が
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
井
竹
山
で
あ
る
。『
質
疑
篇
』

の
校
訂
作
業
は
竹
山
・
履
軒
の
兄
弟
が
共
同
で
行
っ
た
の
で
あ
り
、
履
軒
の
削
除
案
も
ま
た
、
竹
山
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
当
然
実
行
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
箇
所
で
は
竹
山
の
朱
書
き
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
竹
山
は
果
た
し
て
履

軒
の
解
釈
に
賛
同
し
て
削
除
案
を
承
認
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
蘭
洲
の
解
釈
を
の
み
誤
っ
て
い
る
と
見
な
し
た
の
か
、
と
い
う
点
が

未
だ
判
然
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
今
回
の
二
氏
の
連
関
性
を
起
点
に
し
て
、
さ
ら
に
懐
徳
堂
学
派
の
思
想
的
連
関
性
を
、
広
く
考
察

し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

湯
浅
邦
弘
編『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
２
０
０
５
』〔
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
五
〕三
十
九
頁

（
2
） 

寺
門
日
出
男「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
遺
稿
に
つ
い
て
」〔『
懐
徳
堂
研
究
』第
六
号
、
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
〕

（
3
） 『
朱
子
語
類
』巻
十
五
に「
格
謂
至
也
。
所
謂
実
行
到
那
地
頭
。
如
南
剣
人
徃
建
寧
、
須
到
得
郡
庁
上
、
方
是
至
、
若
只
到
建
陽
境
上
、
即
不
謂
之
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至
也
」と
あ
る
。

（
4
） 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

（
5
） 『
易
経
』象
伝
に「
風
自
火
出
、
家
人
、
君
子
以
言
有
物
而
行
有
恒
」と
あ
り
、「
恒
」に
作
る
。『
礼
記
』緇
衣
篇
に
は「
子
曰
、
言
有
物
而
行
有
格
也
。

是
以
生
則
不
可
奪
志
、
死
則
不
可
奪
名
」と
あ
り
、
鄭
玄
注
は「
格
、
旧
法
也
」と
言
う
。

（
6
） 
し
た
が
っ
て「
格
物
」が
達
成
さ
れ
る
と
同
時
に「
致
知
」も
達
成
さ
れ
る
の
で
、
蘭
洲
は「
格
物
ト
致
知
ト
一
ニ
シ
テ
二
、
二
ニ
シ
テ
一
也
」「
致

知
格
物
ノ
工
夫
ハ
全
ク
格
物
而
已
也
」「
格
物
致
知
ノ
工
夫
、
二
ツ
ハ
ナ
シ
、
二
ニ
シ
テ
一
也
」な
ど
と
述
べ
る（『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』二
十
七

葉
表
、
三
十
一
葉
裏
、
三
十
四
葉
表
）。
ま
た
お
そ
ら
く
、「
格
物
」は「
行
」の
第
一
段
階
で
は
あ
る
が
、「
知
」を
補
完
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
判

断
し
た
た
め
か
、「
致
知
格
物
ハ
知
也
」「
意
誠
以
下
ハ
皆
行
ノ
事
ナ
リ
」と
も
説
い
て
い
る（『
蘭
洲
先
生
大
学
講
義
』三
十
二
葉
裏
、
三
十
三
葉
表

の
附
箋
）。
詳
細
は
蘭
洲
の
知
行
論
と
併
せ
、
別
稿
に
て
考
察
す
る
。

（
7
） 

上
巻
、
五
十
八
葉
表
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

（
8
） 『
子
華
子
』晏
子
問
党
篇
に「
夫
倹
在
内
不
在
外
也
。
倹
在
我
不
在
物
也
。
心
居
中
虚
、
以
治
五
官
、
精
気
動
薄
、
神
化
回
潏
、
嗇
其
所
以
出
、
而

謹
節
其
所
受
、
然
後
神
宇
泰
定
、
而
精
不
揺
。
其
格
物
也
明
、
其
遇
事
也
剛
、
此
之
謂
倹
、
而
聖
人
之
所
宝
也
」と
あ
る
。

（
9
） 『
三
国
志
』の
魏
書
十
一
、
袁
張
涼
国
田
王
邴
管
伝
の
管
寧
伝
の
裴
松
之
注
に
、「
傅
子
曰
」と
し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
か
。
現
存
の『
傅
子
』（
享
和

二
年
昌
平
坂
学
問
所
刊
官
版
本
を
参
照
）に
は
見
ら
れ
な
い
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
邴
原
性
剛
直
、
清
議
以
格
物
、
度〔
公
孫
度
〕已
下
心
不
安

之
。
寧
謂
原
曰
、「
潜
龍
以
不
見
成
徳
、
言
非
其
時
、
皆
招
禍
之
道
也
」密
遣
令
西
還
」。
こ
の
よ
う
に「
清
議
以
格
物
」と
あ
る
の
で
、
本
文
の
よ

う
に
訓
読
し
た
。

（
10
） 『
資
治
通
鑑
』巻
六
十
六
、
漢
紀
五
十
八
に「
丞
相
掾
和
洽
言
於
曹
操
曰
、「
天
下
之
人
、
材
徳
各
殊
、
不
可
以
一
節
取
也
。
倹
素
過
中
、
自
以
処
身

則
可
、
以
此
格
物
、
所
失
或
多〔
後
略
〕」」と
あ
り
、
元
・
胡
三
省
の
注
は「
格
、
正
也
」と
説
く
。
こ
れ
は
後
述
の
履
軒
の
指
摘
と
一
致
す
る
。

（
11
） 『
文
中
子
』事
君
篇
に「
薛
収
問
、「
恩
不
害
義
、
倹
不
傷
礼
、
何
如
」子
曰
、「
此
文
景
尚
病
其
何
行
也
。
夫
廃
肉
刑
害
於
義
、
損
之
可
也
。
衣
弋
綈

傷
于
礼
、
中
焉
可
也
。
雖
然
以
文
景
之
心
、
為
之
可
也
。
不
可
格
于
後
」と
あ
る
。

（
12
） 『
尚
書
』伊
訓
篇
に「
嗚
呼
、
先
王
肇
修
人
紀
、
従
諫
弗
咈
、
先
民
時
若
。
居
上
克
明
、
為
下
克
忠
。
与
人
不
求
備
、
検
身
若
不
及
。
以
至
于
有
万

邦
、
茲
惟
艱
哉
」と
あ
る
。
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（
13
） 『
尚
書
』説
命
中
篇
に「
説
拜
稽
首
曰
、「
非
知
之
艱
、
行
之
惟
艱
。
王
忱
不
艱
、
允
協
于
先
王
成
徳
、
惟
説
不
言
有
厥
咎
」」と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て『
書
集
伝
』も「
高
宗
方
味
説
之
所
言
、
而
説
以
為
得
於
耳
者
非
難
、
行
於
身
者
為
難
」と
解
し
て
い
る
。

（
14
） 
こ
の「
徳
必
不
修
不
置
」以
下
の
四
句
に
つ
い
て
、『
質
疑
疑
文
』に
は「「
徳
必
不
修
不
置
」必
字
当
削
。
置
当
作
措
。
下
文
倣
此
」と
あ
る
。
こ
れ

は『
礼
記
』中
庸
篇
の「
有
弗
学
、
学
之
弗
能
弗
措
也
。
有
弗
問
、
問
之
弗
知
弗
措
也
。
有
弗
思
、
思
之
弗
得
弗
措
也
。
有
弗
辨
、
辨
之
弗
明
弗
措

也
。
有
弗
行
、
行
之
弗
篤
弗
措
也
」（『
中
庸
章
句
』第
二
十
章
）を
念
頭
に
置
い
た
語
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
四
者
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』述
而
篇

の「
子
曰
、「
徳
之
不
脩
、
学
之
不
講
、
聞
義
不
能
徙
、
不
善
不
能
改
、
是
吾
憂
也
」を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
15
） 

注（
14
）お
よ
び
、
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。「「
宜
併
或
問
而
見
焉
」「
宜
」ト「
見
」ト
ノ
ハ
リ
合
ア
シ
ヽ
。
是
ニ
テ
通
シ
カ
タ
シ
。
或
問
ヲ
併
テ
ヨ
メ

ト
ナ
ラ
ハ「
或
問
可
併
按
」、
或「
可
参
看
」ナ
ト
ヽ
ア
ル
ヘ
シ
。
或
問
ヲ
併
ヨ
マ
バ
其
意
カ
ミ
エ
ル
ト
ノ
意
ナ
ラ
バ「
考
之
或
問
可
見
」ナ
ト
ヽ
ア

ル
ヘ
シ
」

（
16
） 

末
中
哲
夫「
懐
徳
堂
学
派
の
人
々
」（『
江
戸
の
思
想
家
た
ち（
下
）』（
研
究
社
出
版
、
一
九
七
九
））、
山
中
浩
之「
中
井
履
軒
の
思
想
」（『
中
井
竹
山
・

中
井
履
軒
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
〇
））、
田
尻
祐
一
郎「
懐
徳
堂
学
派
―
―
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
」（『
江
戸
の
儒
学
―
―『
大
学
』受
容
の
歴

史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
））な
ど
。

（
17
） 

前
掲『
江
戸
の
儒
学
―
―『
大
学
』受
容
の
歴
史
』の
序
に
お
い
て
、
源
了
圓
は「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
通
ず
る
日
常
生
活
に
お
け
る
知
に
自
己
限

定
す
る
中
井
履
軒
」と
述
べ
て
い
る
。

（
18
） 『
大
学
雑
議
』第
四
章
に「
此
篇
格
物
、
与
易
窮
理
、
其
義
大
不
同
」、
第
六
章
に「
補
伝
尤
可
怪
者
、
在
於
以
窮
理
至
極
、
豁
然
貫
通
、
無
不
明
、

為
初
学
工
夫
也
。
意
未
誠
心
未
正
之
初
学
小
子
、
而
使
之
求
聖
人
之
極
功
、
豈
非
躐
等
之
甚
乎
哉
」と
あ
り
、
ま
た
同
章
に「
古
聖
賢
之
於
物
、

適
用
之
外
、
無
論
其
理
也
。
若
以
一
人
之
心
百
年
之
功
、
而
欲
推
窮
万
事
万
物
之
理
、
其
亦
難
矣
。
聖
賢
必
不
其
然
焉
」と
も
あ
る
。

（
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学
生
）
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摘要

刊落的《致知格物》章
―五井兰洲《质疑篇》与中井履轩《质疑疑文》

佐藤 由隆

大阪市立中之岛图书馆藏《质疑篇》，近年经学者考订为五井兰洲手稿。

本稿以篇中所存孤本《致知格物》章为中心，考察兰洲的格物致知论。兰洲的

门生中井履轩曾提议删除该章，说见《质疑疑文》。中井履轩有他自己的格物

致知论见解。那么，在中井履轩看来，五井兰洲之论的有什么问题？

在《致知格物》章，五井兰洲对“格物致知”的解释是，在实践过程中，

分辨个人理解的是非，而以“真知实见”为准则。对他而言，“格物致知”是获得、

理解知识之后进行实践的第一过程。这不仅是他的个人见解，也是他对朱熹“格

物致知”说的理解。质言之，身为朱子学者，他把实践即“行”的第一个过程，

设定为学者应该最先着手的“格物致知”。恐怕是身为朱子学者的兰洲，针对

当时朱子学者鲜有实践之类批判而作的辩驳。

其实这种想法和中井履轩对“格物致知”的解释有共通之处。在《质疑疑文》

中，履轩自道其个人见解源于朱熹学说。关于“格物致知”，五井兰洲主张用“行”

的所得补充“知”，中井履轩主张由“行”踏踏实实地获得“知”。两种见解有

不同之处。但他们同为朱子学者，都主张以“格物”为“行”的第一过程。

由此，从他们的经义解释，可以看出作为朱子学派的怀德堂学派所共有的

实践志向及其继承关系。
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